
　
　
　
　

は
じ
め
に

松
屋
と
は
松
屋
久
行
（
室
町
時
代
後
期
、
生
没
年
不
明
、
本
姓
・
土
門
）
以
降
、

代
々
「
源
三
郎
」
を
名
乗
っ
た
奈
良
の
塗
師
屋
で
あ
り
、
漆
器
の
製
作
や
販
売
を

手
掛
け
て
い
た
。
東
大
寺
の
守
護
神
・
手
向
山
八
幡
宮
の
神
人
（
禰
宜
）
で
も
あ

り
、
転
害
郷
に
居
住
し
て
い
た
（
松
屋
邸
跡
は
現
・
奈
良
市
今
小
路
町
）。
当
時

の
富
裕
商
人
ら
し
く
茶
の
湯
を
嗜
み
、
奈
良
だ
け
で
な
く
京
都
や
堺
の
町
衆
と
も

交
流
が
深
か
っ
た
。
松
屋
の
日
記
は
現
存
最
古
の
茶
会
記
と
し
て
貴
重
な
史
料
で

あ
り
、『
松
屋
会
記
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
久
行
の
孫
に
あ
た
る
久
政
（
一
五
二
一

〜
一
五
九
八
）
か
ら
始
ま
り
、
久
好
（
？
〜
一
六
三
三
）、
久
重
（
一
五
六
七
〜

一
六
五
二
）
の
三
代
に
わ
た
り
、
約
百
二
十
年
に
及
ぶ
茶
会
の
記
録
で
あ
る
。

そ
の
松
屋
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
名
物
道
具
が
い
わ
ゆ
る
「
松
屋
三
名
物
」

で
あ
る
。
現
在
、「
松
屋
肩
衝
茶
入
」
は
根
津
美
術
館
が
所
蔵
し
、
重
要
文
化
財

で
あ
る
が
、
南
唐
時
代
の
画
家
・
徐
煕
（
？
〜
九
七
五
年
）
が
描
い
た
と
さ
れ
る

「
鷺
絵
」
の
掛
軸
や
、
茶
入
な
ど
を
載
せ
る
た
め
の
「
存
星
長
盆
」（
漆
器
）
に
つ

い
て
は
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
の
う
ち
の
「
鷺
絵
」
で
あ
る
。
鷺
絵
に
は
、
室

町
幕
府
八
代
将
軍
・
足
利
義
政
（
一
四
三
六
〜
一
四
九
〇
）
が
所
持
し
て
い
た
と

い
う
伝
承
が
あ
る
が
、
偽
の
伝
承
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
大

徳
寺
一
六
九
世
住
持
の
天
祐
紹
杲
（
一
五
八
六
〜
一
六
六
六
）
が
記
し
た
『
徐
煕

鷺
画
記
』（
一
六
三
九
年
成
立
）
を
中
心
に
考
察
し
、
伝
承
が
作
ら
れ
た
背
景
や

意
図
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　
　

一
、「
鷺
絵
」
に
つ
い
て

松
屋
名
物
の
「
鷺
絵
」
は
双
幅
の
絹
本
彩
色
画
で
、
池
中
に
二
羽
の
白
鷺
が
立

ち
、緑
藻
の
間
に
荷
葉
及
び
白
花
二
輪
を
つ
け
た
睡
蓮
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

松
屋
久
重
は
茶
の
湯
を
通
じ
て
親
交
が
あ
っ
た
大
徳
寺
住
持
の
天
祐
紹
杲
に
、
こ

の
絵
の
由
緒
に
つ
い
て
記
す
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
。『
徐
煕
鷺
画
記
』
は
、
漢

文
の
記
と
七
言
二
十
二
句
の
詞
か
ら
成
る
小
編
で
あ
る
。
詞
は
前
半
の
記
の
内
容

を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

『
喫
茶
余
録

初
編
』
上
巻
所
収
の
『
徐
煕
鷺
画
記
』
に
よ
れ
ば
、「
寛
永
十
六

屠
維
単
閼
孟
秋
上
澣
如
意
珠
日

湖
山
夢
伴
子
印
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
寛

永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
七
月
上
旬
に
書
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
（
注
１
）。『
喫

早

川

華

代

松
屋
名
物
「
白
鷺
緑
藻
図
」
考

大
学
院
人
間
文
化
総
合
科
学
研
究
科

博
士
研
究
員

（

）
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茶
余
録
』
は
刊
本
で
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
名
古
屋
の
三
友
堂
東
八
よ

り
出
版
さ
れ
た
。
先
行
の
茶
書
十
四
点
か
ら
、
茶
・
茶
器
・
茶
人
の
逸
話
を
抜
粋

編
述
し
た
茶
書
で
あ
り
、
著
者
は
、
第
十
代
尾
張
藩
主
・
徳
川
斉
朝
（
一
七
九
三

〜
一
八
五
〇
）
の
侍
講
を
務
め
た
儒
学
者
・
深
田
香
実
（
一
七
七
三
〜

一
八
五
〇
）
で
あ
る
。『
徐
煕
鷺
画
記
』
の
最
後
に
は
、「
右
一
巻
ニ
仕
立
有
之
朱

并
点
者
宗
春
公
也
ト
ア
リ
」
と
あ
る
。
宗
春
と
は
、
第
七
代
尾
張
藩
主
・
徳
川
宗

春
（
一
六
九
六
〜
一
七
六
四
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
肥
前
国
平
戸
藩
主
・
松
浦
清
が
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
か
ら
天
保

十
二
年
（
一
八
四
一
）
ま
で
書
き
続
け
た
随
筆
『
甲
子
夜
話
』
に
も
、『
徐
煕
鷺

画
記
』
と
ほ
ぼ
同
文
の
詞
が
『
南
都
松
屋
名
物
道
具
記
』
と
い
う
題
で
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
前
半
の
記
の
部
分
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
甲
子

夜
話
』
の
最
後
に
は
「
寛
永
十
六
屠
維
単
閼
孟
秋
上
澣
如
意
珠
日
湖
山

伴
子
判

右
大
徳
寺
天
祐
和
尚
作
自
筆
、
朱

点
者
宗
春
公
也
」
と
あ
る
（
注
２
）。

『
甲
子
夜
話
』
の
記
述
を
考
慮
す
れ
ば
、『
喫
茶
余
録
』
所
収
『
徐
煕
鷺
画
記
』

の
底
本
は
、宗
春
が
朱
で
書
き
入
れ
を
し
た
天
祐
自
筆
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

本
当
に
天
祐
の
自
筆
本
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
写
本
の
存
在
を
確
認
で
き
て
い

な
い
の
で
分
か
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
茶
書
研
究
者
の
末
宗
廣
（
一
八
九
〇
〜

一
九
七
七
）
に
よ
る
『
徐
煕
鷺
画
記
』
の
翻
刻
は
、
ど
の
よ
う
な
本
を
底
本
に
し

て
い
る
の
か
、
書
誌
に
つ
い
て
の
情
報
が
な
い
が
、『
喫
茶
余
録
』
所
収
の
本
文

と
合
致
し
て
い
る
。

ま
ず
は
『
徐
煕
鷺
画
記
』
の
記
と
詞
の
内
容
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
記

は
、
奈
良
の
都
に
風
流
を
好
む
人
あ
り
、
と
い
う
松
屋
に
関
す
る
説
明
か
ら
始
ま

る
。
名
は
久
行
で
、
子
孫
（
松
永
弾
正
一
族
也
と
い
う
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
）

は
代
々
茶
を
嗜
み
、
徐
煕
の
鷺
絵
の
軸
を
掛
け
て
は
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
の
軸
は

足
利
義
政
の
宝
軸
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
表
装
は
、
奈
良
の
茶

匠
・
村
田
珠
光
（
一
四
二
三
〜
一
五
〇
二
）
の
指
図
に
よ
る
も
の
で
、
細
か
い
部

分
は
義
政
の
同
朋
衆
・
能
阿
弥
（
一
三
九
七
〜
一
四
七
一
）
の
手
作
り
で
あ
る
。

ま
た
、
巻
き
終
わ
り
の
部
分
に
貼
っ
た
紙
片
に
書
か
れ
た
外
題
に
は
、「
白
鷺
緑

藻
図
徐
凞
筆
左
」（「
左
」
は
双
幅
の
左
側
の
意
）
と
あ
る
。
こ
の
九
つ
の
文
字
も

能
阿
弥
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
義
政
は
こ
の
軸
を
珠
光
に
与
え
、
珠
光
は
随

一
の
弟
子
で
あ
っ
た
興
福
寺
衆
徒
・
古
市
澄
胤
（
一
四
五
二
〜
一
五
〇
八
）
に
与

え
た
。
そ
し
て
、
久
行
が
澄
胤
か
ら
こ
の
軸
を
与
え
ら
れ
て
か
ら
は
、
久
政
・
久

好
・
久
重
と
、
松
屋
に
お
い
て
代
々
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
鷺
絵
を
相
続
し
た
こ
と

に
よ
り
松
屋
の
名
声
は
高
ま
り
、
こ
れ
を
見
る
た
め
に
客
が
訪
れ
た
。
記
の
後
半

で
は
、
天
祐
が
久
重
に
依
頼
さ
れ
て
『
鷺
画
記
』
を
記
し
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

続
い
て
詞
の
説
明
に
移
ろ
う
。
詞
の
第
一
句
に
は
「
慈
照
相
公
遺
愛
軸
」
と
あ

り
、
義
政
遺
愛
の
軸
と
い
う
説
明
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
第
三
句
に
は
「
珠
光
初

抜
一
文
字
」
と
あ
る
。
こ
の
句
と
同
内
容
の
文
は
記
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一

文
字
と
は
、
作
品
の
天
地
に
つ
け
る
裂
（
き
れ
）
の
こ
と
で
、
軸
の
中
で
も
重
要

な
部
分
で
あ
る
た
め
、
通
常
は
上
質
の
裂
が
使
用
さ
れ
る
が
、
珠
光
は
初
め
て
一

文
字
な
し
で
仕
立
て
た
。
義
政
以
降
の
絵
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
記
と
比
べ
る
と

省
略
さ
れ
、「
久
行
後
子
々
相
続
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
松
屋
の
名
は
あ
ち

こ
ち
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、都
会
で
も
田
舎
で
も
鷺
絵
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。

詞
に
は
松
屋
を
訪
れ
た
客
の
名
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
第
十
五
句
に
「
紹
鷗

宗
易
及
宗
屋
」
と
あ
る
。
珠
光
の
弟
子
・
武
野
紹
鷗
（
一
五
〇
二
〜
一
五
五
五
）、

紹
鷗
の
弟
子
・
宗
易
（
千
利
休

一
五
二
二
〜
一
五
九
一
）、
宗
屋
は
古
田
織
部

（
一
五
四
四
〜
一
六
一
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
第
十
六
句
に
「
参
見
数
奇
道
已
殊
」

と
あ
る
。
茶
匠
と
し
て
名
高
い
三
名
は
、
こ
の
絵
を
見
て
数
寄
道
（
茶
の
湯
）
を

極
め
た
。
以
上
が
『
徐
煕
鷺
画
記
』
の
概
要
で
あ
る
。

義
政
が
歴
代
足
利
将
軍
か
ら
譲
り
受
け
、
ま
た
自
ら
も
収
集
し
て
い
た
宝
物
は

東
山
御
物
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
鷺
絵
は
東
山
御
物
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
作
ら
れ
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た
が
、
そ
れ
は
偽
の
伝
承
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
作
者
は
徐
煕

で
、
題
は
「
白
鷺
緑
藻
図
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
過
去
に
は
他
の
作
者
説
も
存

在
し
た
。

先
行
研
究
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
博
多
商
人
の
神
屋
宗

湛
（
一
五
五
三
〜
一
六
三
五
）
が
残
し
た
『
宗
湛
日
記
』
に
は
、
元
の
画
家
・
月

山
（
任
仁
発
、
一
二
五
四
〜
一
三
二
七
）
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）。
天

正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
三
月
二
十
七
日
朝
、
松
屋
の
茶
会
に
た
だ
一
人
招
か
れ

た
宗
湛
は
鷺
絵
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

一
白
鷺
絵
、
筆
ハ
汝徐

輝凞

也
、
又
ハ
月
山
ト
云
人
有
リ
、
如
何
、
キ
ヌ
ノ
内
立

三
尺
四
五
寸
、
横
一
尺
六
七
寸
、
白
鷺
は
二
ツ
、
蓮
ノ
葉
二
ツ
ノ
内
一
ツ
ハ

巻
也
、

水
草
ノ
葉
二
所
ニ
七
ツ
有
リ
、
同
花
二
ツ
、
印
三
ツ
ア
リ
、
内
二
ツ
ハ
左
ノ

方
ニ
上
下
ニ
有
リ
、
同
下
ノ
印
ソ
ト
大
ナ
リ
、
右
ノ
上
一
ツ
、
ミ
ナ
一
寸
三

分
ホ
ト
ノ
印
也
、

上
下
茶
、
中
風
体
小
紋
ノ
コ
イ
ア
サ
キ
ノ
段
子
、
露
紫
也
、
一
文
字
ナ
シ
、

ハ
チ
軸
ク
ワ
リ
ン

ナ
リ
、

月
山
も
徐
煕
も
花
鳥
画
の
名
手
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
の
で
、
作
者

が
ど
ち
ら
で
あ
ろ
う
と
、
こ
の
絵
が
唐
物
で
あ
り
、
貴
重
な
品
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
ろ
う
（
注
４
）。
義
政
か
ら
の
伝
来
と
い
う
説

に
つ
い
て
は
『
宗
湛
日
記
』
に
な
く
、『
鷺
画
記
』
成
立
以
前
の
他
の
文
献
に
も

見
ら
れ
な
い
。
堺
商
人
・
山
上
宗
二
（
一
五
四
四
〜
一
五
九
〇
）
の
茶
道
秘
伝
書

『
山
上
宗
二
記
』
に
よ
れ
ば
、「
一
徐
凞
鷺
絵

奈
良
漆
師
屋
。
右
一
軸
ハ
珠
光
之

昔
所
持
也
。」
と
あ
る
た
め
、
珠
光
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
伝
を
、
宗
二
が
明

記
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
（
注
５
）。

ま
た
、
堺
商
人
・
今
井
宗
久
（
一
五
二
〇
〜
一
五
九
三
）
の
『
今
井
宗
久
茶
湯

日
記
抜
書
』
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
二
月
二
十
八
日
、
松
屋
で
行
わ
れ
た
茶

会
記
事
（
客
は
宗
久
と
宗
叱
）
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
注
６
）。

一
鷺
ノ
絵
、
徐
凞
ノ
筆
、
珠
光
ヨ
リ
伝
来
ノ
由
、
絹
ノ
内
、
長
サ
三
尺
三
寸

二
分
余
、
ヨ
コ
一
尺
七
寸
、
表
具
、
上
下
茶
ホ
ケ
ン
、
中
ム
ク
ノ
ミ
色
ト
ン

ス
、
風
帯
中
ト
同
シ
ト
ン
ス
、
一
文
字
ナ
シ
、
露
紫
、

こ
れ
に
も
、
作
者
は
徐
煕
で
、
珠
光
が
所
持
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
能

阿
弥
の
外
題
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
ず
、表
具
に
つ
い
て
は
記
述
が
あ
る
。『
今

井
宗
久
茶
湯
日
記
抜
書
』
は
、
編
纂
者
に
よ
り
加
筆
・
改
変
さ
れ
た
部
分
が
多
い

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
検
討
に
は
慎
重
を
要
す
る
が
、
義
政
遺
愛
の
品
で
あ
っ
た

と
い
う
伝
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
（
注
７
）。

従
来
、
鷺
絵
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
、
持
ち
主
で
あ
る
松
屋
の
人
々
に
よ
る
資

料
が
重
視
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
た
。『
茶
道
辞
典
』（
桑
田
忠
親

東
京
堂
出
版

一
九
五
六
年
）
で
も
、「
白
鷺
の
絵
」
は
作
者
が
徐
煕
で
、
初
め
足
利
義
政
が

所
持
し
、
珠
光
が
拝
領
し
て
改
装
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
影
山
純
夫

も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
鷺
画
記
』
等
に
は
久
重
の
作
意
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る（
注
８
）。
偽
の
伝
来
が
作
ら
れ
た
背
景
に
は
、所
蔵
者
で
あ
っ
た
松
屋
が
、

所
持
す
る
道
具
の
伝
来
を
権
威
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
価
値
を
高
め
よ

う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

二
、
久
政
の
周
辺
と
松
屋
名
物

前
述
の
よ
う
に
『
松
屋
会
記
』
は
松
屋
久
政
の
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
鷺

絵
の
記
述
は
わ
ず
か
で
あ
る
（「
久
重
茶
会
記
」
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
十

月
五
日
「
一
利
休
表
具
ト
云
事
モ
、
鷺
ノ
絵
ヨ
リ
ヲ
コ
リ
タ
ル
事
ナ
ル
ソ
ト
、
委
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ク
（
細
川
忠
興
が
）
永
玉
ニ
御
語
リ
候
」
な
ど
）。
そ
れ
は
、『
松
屋
会
記
』
が
他

会
記
（
他
者
が
催
し
た
茶
会
の
記
録
）
な
の
で
当
然
と
も
言
え
る
。

一
方
、
現
在
は
『
茶
道
四
祖
伝
書
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
松
屋
が
編
纂
し
た
秘
伝

書
の
方
に
松
屋
三
名
物
に
関
す
る
記
事
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
千

利
休
（
一
五
二
二
〜
一
五
九
一
）
に
つ
い
て
書
か
れ
た
伝
書
の
永
禄
五
年

（
一
五
六
二
）
十
一
月
二
十
六
日
の
記
事
が
最
も
古
い
。
宗
易
（
千
利
休
）・
薬
師

院
・
石
橋
宗
十
の
三
人
の
堺
衆
が
久
政
の
茶
会
に
訪
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
日
は
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
鷺
絵
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
注

９
）。
こ
れ
は
松
屋
側
に
よ
る
記
録
で
あ
る
が
、
同
じ
永
禄
五
年
、『
天
王
寺
屋
会

記
』「
宗
達
他
会
記
」
二
月
十
四
日
に
も
鷺
絵
の
記
事
が
見
え
る
（
注
10
）。『
天

王
寺
屋
会
記
』
と
は
、
堺
商
人
・
津
田
宗
達
（
一
五
〇
四
〜
一
五
六
六
）
か
ら
三

代
に
わ
た
る
茶
会
の
記
録
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
永
禄
五
年
に
は
久
政

が
鷺
絵
を
所
持
し
て
い
た
と
言
え
る
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
そ
れ
以
前
の
記
録
に
は

見
ら
れ
な
い
。

『
茶
道
四
祖
伝
書
』
の
利
休
伝
に
よ
れ
ば
、
鷺
絵
に
は
口
伝
が
あ
っ
た
が
、
持

ち
主
で
あ
る
久
政
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
九

月
に
、
久
政
は
宗
易
か
ら
伝
授
さ
れ
た
。
口
伝
は
珠
光
か
ら
の
直
伝
で
、
宗
易
は

紹
鷗
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。鷺
絵
に
口
伝
が
あ
っ
た
こ
と
は
、『
山
上
宗
二
記
』

に
も
「
此
一
幅
、
猶
口
伝
在
リ
」（
茶
道
古
典
全
集
本
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

口
伝
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。
久
政
茶
会
記
の
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）

三
月
三
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
久
政
は
鉢
屋
紹
佐
（
一
五
一
九
〜
一
五
七
一
）・

少
清
と
と
も
に
、
堺
の
紹
鷗
の
茶
会
に
招
か
れ
た
。
そ
こ
で
、
南
宋
時
代
の
画
家
・

玉
澗
の
「
波
の
絵
」
を
拝
見
し
て
い
る
。
こ
の
絵
は
名
物
で
あ
り
、『
山
上
宗
二
記
』

で
は
「
一
右
玉

筆
波
絵

賛
無

横
絵

堺

納
屋
宗
久
」
と
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
紹
鷗
の
後
は
、
今
井
宗
久
が
所
持
し
た
よ
う
で
あ
る
。
宗
久
は
紹
鷗
の
娘
婿

で
あ
っ
た
。

茶
会
の
後
、
久
政
の
宿
所
に
紹
鷗
か
ら
使
い
の
者
が
や
っ
て
き
た
。「
宵
ニ
宿

ヘ
預
御
使
、
波
ト
松
嶋
ト
両
種
之
内
、
コ
ノ
ミ
次
第
、
御
飾
ア
ル
ヘ
キ
ト
也
、
又

五
郎
ハ
ツ
ホ
ヲ
望
、
久
政
ハ
絵
ヲ
望
、
終
ニ
不
究
候
ニ
付
、
イ
ツ
レ
成
と
も
思
召

次
第
、
可
忝
候
ト
返
事
申
も
の
也
、
然
ハ
機
嫌
能
ク
両
種
出
候
也
、」（『
茶
道
古

典
全
集
』
第
九
巻
）
と
あ
る
よ
う
に
、
紹
鷗
は
「
波
の
絵
」
か
「
松
島
茶
壺
」
ど

ち
ら
か
好
き
な
方
を
飾
る
よ
う
に
言
っ
た
。
こ
の
茶
壺
こ
そ
が
ま
さ
に
東
山
御
物

と
伝
え
ら
れ
る
品
で
あ
り
、『
宗
二
記
』
に
よ
る
と
、
戦
国
武
将
・
三
好
政
長

（
一
五
〇
八
〜
一
五
四
九
）
が
紹
鷗
へ
売
却
し
、
そ
の
後
は
今
井
宗
久
が
所
持
し

て
い
た
（「
波
の
絵
」
も
宗
久
が
所
持
）。
の
ち
に
宗
久
は
織
田
信
長
（
一
五
三
四

〜
一
五
八
二
）
に
献
上
し
た
が
、
本
能
寺
の
変
（
一
五
八
二
年
）
で
信
長
が
炎
の

中
で
自
害
し
た
際
、
こ
の
茶
壺
も
失
わ
れ
た
と
い
う
。

紹
鷗
に
言
わ
れ
て
又
五
郎
（
紹
佐
）
は
茶
壺
を
、
久
政
は
絵
を
所
望
し
た
。
結

局
ど
ち
ら
と
も
決
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
旨
を
紹
鷗
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
紹

鷗
は
機
嫌
よ
く
両
方
と
も
出
し
て
く
れ
た
と
伝
え
る
。

以
上
の
記
事
は
、
松
屋
久
政
が
茶
道
具
の
中
で
も
、
特
に
掛
軸
と
す
る
絵
画
に

深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
と
と
も
に
、
久
政
の
周
辺
の
茶
人

た
ち
の
間
で
、
義
政
伝
来
で
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
品
が
、
高
い
価
値
を
持
つ

も
の
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
松
屋
代
々
の
所
蔵
と
な
っ
た
「
白
鷺
緑
藻
図
」
と
い
う
絵
画
に
対

し
て
、
義
政
伝
来
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
、
所
蔵
者
の
松
屋
の
者
の
意
図

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
可
能
性
も
十
分
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、『
山
上
宗
二
記
』
に
は
、
鷺
絵
に
つ
い
て
「
紹
鷗
・
道
陳
モ
褒
美

セ
シ
絵
也
、
但
シ
、
代
物
百
貫
計
ト
紹
鷗
ハ
云
ハ
レ
タ
リ
」（
茶
道
古
典
全
集
本
）

と
書
か
れ
て
い
る
。
南
宋
の
画
家
・
牧
谿
の
絵
が
、
大
軸
な
ら
千
貫
、
小
軸
な
ら

五
百
貫
と
言
わ
れ
た
（『
山
上
宗
二
記
』）
の
に
比
べ
る
と
、
鷺
絵
は
高
い
評
価
を
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受
け
て
い
た
割
に
安
価
で
あ
っ
た
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　

三
、
天
祐
に
よ
る
茶
書
利
用

そ
こ
で
、「
白
鷺
緑
藻
図
」
が
「
慈
照
相
公
遺
愛
軸
」
で
あ
る
と
明
記
す
る
『
徐

煕
鷺
画
記
』
が
、
い
つ
誰
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
『
鷺
画
記
』
の
成
立
は
、
そ
の

詞
の
年
記
に
よ
れ
ば
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
で
あ
り
、
久
政
よ
り
二
代
あ

と
の
松
屋
久
重
の
代
で
あ
る
。
天
祐
が
久
重
か
ら
依
頼
さ
れ
、
執
筆
し
た
事
情
に

つ
い
て
は
記
の
後
半
に
記
さ
れ
て
い
る
（
引
用
は
末
宗
廣
「
鷺
の
絵
」
に
よ
る
。

訓
点
も
末
宗
廣
に
よ
る
。『
喫
茶
余
録
』
に
付
さ
れ
て
い
る
訓
点
と
同
じ
）。

予
従
二
北
都
北
嶽
一
過
二
南
京
南
山
路
一
入
二
東
大
寺
一
宿
二
西
蔵
院
休
二
憇
此
一

者
十
有
余
日
従
容
謂
レ
予
所
レ
願
書
伝
口
伝
束
作
二
一
巻
記
予
云
如
レ
此
名
画

非
二
蒙
所
レ
記
可
二
就
レ
他
求
一
峻
拒
不
レ
肯
便
赴
二
南
山
一
然
後
久
重
追
レ
跡
尋

来
就
レ
予
重
請
又
固
辞
云
予
従
来
慮
浅
才
質
矧
復
比
年
文
墨
炭
氷
争
敢
肯
レ

之
久
重
剛
求
奥
不
レ
堪
二
淵
然
一
遂
随
二
剛
求
情
一
謾
綴
二
二
十
余
行
莞
詞
一

『
鷺
画
記
』
に
「
入
二
東
大
寺
一
宿
二
西
蔵
院
休
二
憇
此
一
者
十
有
余
日
」
と
あ
る

よ
う
に
、
天
祐
は
寛
永
十
六
年
六
月
前
半
、
東
大
寺
で
松
屋
た
ち
と
茶
の
湯
を
し

な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
。
日
付
は
『
松
屋
日
記
』
に
よ
り
確
認
で
き
、
六
月
三
十

日
に
は
、
天
祐
が
宇
陀
郡
の
徳
源
寺
に
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
（
次
章
で
改
め

て
述
べ
る
）。
天
祐
は
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）、
徳
源
寺
の
開
祖
に
な
っ
て
い
た

た
め
、
大
徳
寺
の
住
持
を
し
つ
つ
、
奈
良
で
過
ご
す
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

徳
源
寺
は
織
田
信
長
の
息
子
・
信
雄
（
一
五
五
八
〜
一
六
三
〇
）
の
菩
提
寺
で
あ

る
。『
鷺
画
記
』
中
に
「
赴
二
南
山
一
然
後
久
重
追
レ
跡
尋
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

天
祐
が
徳
源
寺
へ
移
動
す
る
と
、
久
重
が
あ
と
を
追
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
久
重
の
強
い
懇
願
に
負
け
、
天
祐
は
約
十
日
間
か
け
て
『
鷺
画
記
』
を
著

し
た
。
そ
し
て
完
成
し
た
の
が
七
月
上
旬
で
あ
る
。

天
祐
は
『
鷺
画
記
』
を
書
く
際
、
松
屋
の
日
記
や
秘
伝
書
、『
山
上
宗
二
記
』

と
い
っ
た
茶
書
類
の
よ
う
な
、
茶
の
湯
に
関
連
す
る
人
々
に
関
す
る
記
事
に
叙
述

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
発
想
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、『
鷺
画
記
』
に
は
松
屋
の
家
系
に
つ
い
て
、「
松
永
弾
正
一
族
也
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
松
永
弾
正
と
は
、
戦
国
武
将
・
松
永
久
秀
（
一
五
一
〇
〜

一
五
七
七
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
説
に
つ
い
て
永
島
福
太
郎
は
「
荒
唐
無
稽
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
注
11
）。「
松
屋
」
と
い
う
屋
号
と
「
松
永
」、「
久
行
」

以
下
「
久
政
・
久
好
・
久
重
」
と
代
々
「
久
」
の
字
を
名
に
持
つ
家
系
と
「
久
秀
」、

と
い
う
名
前
の
類
似
が
、
こ
の
「
荒
唐
無
稽
」
な
説
が
生
じ
た
一
因
で
あ
る
が
、

も
と
よ
り
血
縁
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
な
い
。
た
だ
し
、
松
永
久
秀

と
松
屋
の
者
が
茶
の
湯
を
介
し
て
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
松
屋
の
茶
会
記
か
ら

確
認
で
き
る
。
久
秀
と
交
流
が
あ
っ
た
の
は
、
松
屋
久
政
の
代
で
あ
る
。

久
秀
は
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
多
聞
山
城
を
築
き
、
一
時
期
大
和
を
支
配

し
て
い
た
が
、
最
後
は
信
長
に
攻
め
ら
れ
、
信
貴
山
城
の
天
守
閣
を
自
ら
炎
上
さ

せ
、
自
害
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
に
「
平
蜘
蛛
釜
」
な
ど
、
茶
道
具
も
一
緒
に
失

わ
れ
た
（『
山
上
宗
二
記
』
な
ど
に
よ
る
）。
久
秀
は
堺
の
紹
鷗
や
紹
佐
の
茶
会
に

招
か
れ
た
記
録
が
残
っ
て
お
り
（『
今
井
宗
久
茶
湯
日
記
抜
書
』
天
文
二
十
三
年

正
月
二
十
八
日
、『
松
屋
会
記
』（
久
政
茶
会
記
）
永
禄
四
年
正
月
十
七
日
）、
ま

た
自
ら
も
茶
会
を
主
催
す
る
茶
人
で
あ
っ
た
。
奈
良
の
塗
師
屋
で
あ
る
松
屋
久
政

も
、
奈
良
の
多
聞
山
城
の
城
主
で
あ
る
久
秀
が
城
内
で
催
し
た
茶
会
に
た
び
た
び

招
か
れ
て
い
る
。

久
政
茶
会
記
に
よ
る
と
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
正
月
十
一
日
朝
、
久
政
は

多
聞
山
城
で
の
茶
会
に
参
加
し
て
い
る
。
亭
主
は
松
永
久
秀
で
あ
り
、
客
は
興
福
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寺
成
福
院
・
医
師
の
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
〇
七
〜
一
五
九
四
）・
松
屋
久
政
・
堺

商
人
の
若
狭
屋
宗
可
・
久
秀
の
家
臣
で
あ
る
竹
内
秀
勝
（
？
〜
一
五
七
一
）
で
あ
っ

た
。
久
秀
は
茶
会
の
内
容
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
日
使

用
さ
れ
た
道
具
に
は
唐
物
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、「
松
本
天
目
」
や
義
満
御
物

の
柄
杓
立
、
前
述
の
「
平
蜘
蛛
釜
」
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
床
に
は
玉
澗
の
「
晩

鐘
の
絵
」
が
掛
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
茶
は
「
森
ノ
別
儀
」
と
あ
り
、
宇
治
の
茶
畑
・

七
茗
園
の
中
の
森
園
か
ら
特
に
上
等
の
茶
を
取
り
寄
せ
て
い
た
。
正
月
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
か
な
り
豪
華
な
茶
会
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

久
政
が
久
秀
の
茶
会
に
参
加
し
た
の
は
こ
の
日
だ
け
で
は
な
い
。
二
年
後
の
永

禄
八
年
正
月
二
十
九
日
に
も
多
聞
山
城
に
招
か
れ
て
い
る
。
客
は
、
松
屋
以
外
は

堺
衆
で
、
松
江
隆
仙
・
千
宗
易
（
利
休
）、
若
狭
屋
宗
可
の
四
人
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
の
記
録
は
前
回
に
比
べ
る
と
詳
細
に
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
久
秀
が
一
千
貫

で
入
手
し
た
と
い
う
唐
物
茶
入「
付
藻
茄
子
」（
現
在
は
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
所
蔵
）

が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
御
茶
（
濃
茶
の
こ
と
か
）
は
今
回
も
「
森

ノ
別
儀
」
で
あ
り
、薄
茶
も
「
無
上
」
と
呼
ば
れ
る
上
茶
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

厚
遇
を
受
け
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
り
、
松
永
久
秀

と
松
屋
は
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
血
縁

関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
茶
会
に
同
席
し
て
い
た
宗
易
に
も
松
永
久
秀
の

親
族
で
あ
る
と
い
う
説
が
、
後
世
に
流
布
し
た
こ
と
で
あ
る
。
廣
田
吉
崇
に
よ
る

と
、『
茶
祖
的
伝
』（
一
七
七
〇
〜
一
八
一
九
）
や
『
千
家
系
譜
』（
一
八
〇
四
）

な
ど
の
資
料
に
、
宗
易
の
後
妻
で
あ
る
宗
恩
が
松
永
久
秀
の
妻
で
あ
っ
た
と
い
う

記
述
が
あ
る
た
め
、
宗
易
の
養
子
で
女
婿
で
も
あ
っ
た
少
庵
（
一
五
四
六
〜

一
六
一
四
）
の
実
父
は
久
秀
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
片
山
九

郎
右
衛
門
に
よ
り
、
少
庵
の
実
父
が
能
楽
師
・
宮
王
三
郎
三
入
と
い
う
小
鼓
打
で

あ
る
と
い
う
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
か
ら
は
、
後
者
の
説
の
方
が
支
持
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
（
注
12
）。

こ
の
宗
易
の
子
孫
を
久
秀
の
血
縁
と
す
る
説
の
存
在
は
、
茶
の
湯
に
関
わ
る

人
々
に
と
っ
て
、
当
代
き
っ
て
の
茶
人
で
武
将
で
あ
っ
た
久
秀
の
末
裔
で
あ
る
と

い
う
伝
承
が
、
自
ら
の
血
筋
を
権
威
付
け
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
物
語
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
鷺
画
記
』
に
あ
る
「
松
永
弾
正
一
族
也
」
と
い
う

説
が
な
ぜ
生
ま
れ
た
か
の
背
景
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
説
を
必
要
と
す
る
意
識
は
、松
屋
の
者
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

著
者
の
天
祐
は
そ
の
意
に
沿
う
よ
う
に
『
鷺
画
記
』
を
作
成
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

ま
た
、『
鷺
画
記
』
に
は
「
白
鷺
緑
藻
図
徐
凞
筆
左
」
と
い
う
外
題
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
る
。
記
に
は
「
能
阿
弥
墨
痕
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
も
偽
の
伝
承
と
し

て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
能
阿
弥
の
外
題
と
は
、
必
ず
し
も
能
阿
弥

の
自
筆
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
山
上
宗
二
記
』
に
は
、「
能
阿
弥

ハ
御
同
朋
衆
ノ
内
ノ
名
人
、
御
物
ノ
御
絵
ノ
外
題
ヲ
書
シ
人
ナ
リ
、（
中
略
）
忠

昌
蔵
主
手
書
成
故
、
能
阿
弥
サ
シ
ズ
ニ
テ
、
菓
子
ノ
御
絵
ノ
外
題
ヲ
始
テ
書
シ
也
、

名
軸
ノ
外
題
多
シ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
能
阿
弥
の
指
図
に
よ

り
外
題
を
書
い
た
の
は
、能
書
家
の
忠
昌
蔵
主
と
い
う
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

本
物
の
能
阿
弥
の
外
題
か
ど
う
か
を
判
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
上
、
義
政

の
同
朋
衆
は
能
阿
弥
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
相
阿
弥
（
？
〜
一
五
二
五
）
と
い
う

人
物
も
同
様
の
活
動
を
し
て
い
た
の
だ
か
ら
非
常
に
紛
ら
わ
し
い
。

し
か
し
、
久
政
が
能
阿
弥
の
鑑
定
書
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
記
録
は
、
や

は
り
『
松
屋
会
記
』
に
残
っ
て
い
る
。
久
政
茶
会
記
の
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）

正
月
十
九
日
朝
の
記
事
に
よ
る
と
、久
政
は
堺
の
播
磨
屋
正
慶
の
茶
会
に
招
か
れ
、

堺
衆
の
薩
摩
屋
宗
斤
・
大
和
屋
正
通
ら
と
と
も
に
「
三
花
の
絵
」
を
拝
見
し
た
。

こ
の
絵
の
作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
能
阿
弥
の
折
紙
が
付
い
て
い
た
。
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茶
過
テ
、
三
花
絵
所
望
シ
テ
カ
ヽ
ル
、
シ
ヤ
ウ
ヒ
ノ
方
白
キ
花
、
以
上
六
、

此
内
三
ヒ
ラ
ク
、
三
中
ニ
サ
ク
、
葉
ハ
一
八
九
、
中
ノ
シ
ヘ
キ
ア
カ
シ
、
印

一
ツ
ア
リ
、
能
阿
折
紙
ア
リ
、
上
下
コ
ン
金
ラ
ン
、
中
ハ
ア
サ
キ
、
風
帯
・

一
文
字
シ
ロ
シ
、

こ
の
時
も
久
政
は
絵
を
所
望
し
、
床
に
掛
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
絵
だ

け
で
な
く
、
表
具
に
つ
い
て
も
細
部
ま
で
観
察
し
、
能
阿
弥
の
折
紙
が
あ
る
こ
と

も
確
認
し
て
い
る
。

久
政
が
数
多
の
茶
会
に
参
加
し
、
名
物
道
具
を
見
て
き
た
こ
と
は
、
そ
の
茶
会

記
が
証
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
鷺
画
記
』
の
著
者
・
天
祐
も
芸
術
に
関
し
て

は
専
門
的
な
知
識
を
有
し
て
い
た
。
し
か
も
大
徳
寺
住
持
と
い
う
地
位
で
あ
る
か

ら
、
松
屋
よ
り
は
る
か
に
知
名
度
も
高
く
、
宗
教
的
に
も
文
化
的
に
も
指
導
者
的

な
立
場
で
あ
っ
た
。
天
祐
は
、
大
徳
寺
方
丈
庭
園
を
作
庭
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
現
存
し
な
い
が
、
大
徳
寺
梅
厳
院
の
庭
も
天
祐
の
作
で
あ
り
、
大
徳
寺
以

外
の
寺
院
の
作
庭
も
手
掛
け
て
い
た
。

ま
た
、
大
徳
寺
に
伝
来
す
る
「
五
百
羅
漢
図
」（
重
要
文
化
財
）
の
す
で
に
失

わ
れ
て
い
た
部
分
を
、
絵
師
・
木
村
徳
応
に
補
作
さ
せ
た
の
も
天
祐
の
事
績
で
あ

る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
『
鷺
画
記
』
成
立
の
前
年
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）

の
こ
と
で
あ
る
（
注
13
）。
つ
ま
り
、
天
祐
は
当
時
、
絵
画
に
造
詣
が
深
い
人
物

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
人
物
だ
か
ら
こ

そ
、
松
屋
が
『
鷺
画
記
』
の
執
筆
を
依
頼
し
た
に
違
い
な
い
。
天
祐
は
多
く
の
画

賛
も
残
し
て
い
る
。
天
祐
の
賛
が
付
く
こ
と
に
よ
り
、
作
品
の
価
値
が
上
が
る
な

ら
ば
書
い
て
も
ら
っ
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

能
阿
弥
や
相
阿
弥
の
鑑
定
書
が
人
々
に
信
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
天
祐
の
お

墨
付
き
が
あ
る
こ
と
に
も
価
値
が
あ
っ
た
の
は
事
実
か
も
し
れ
な
い
が
、
天
祐
が

鷺
絵
の
鑑
定
を
正
し
く
行
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。し
か
し
、『
鷺
画
記
』

に
「
慈
照
相
公
遺
愛
軸
」
と
い
う
由
緒
が
記
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
評

価
は
松
屋
の
期
待
通
り
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

た
と
え
ば
、
公
家
の
近
衛
家
熈
（
一
六
六
七
〜
一
七
三
六
）
の
言
行
を
、
侍
医
・

山
科
道
安
（
一
六
七
七
〜
一
七
四
六
）
が
記
し
た
『
槐
記
』
に
、
鷺
絵
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
る
。
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
正
月
二
十
一
日
条
に
は
、「
奈
良
ノ

菊
屋
（
※
松
屋
の
誤
り
）
ガ
所
持
ノ
徐
煕
ガ
鷺
ノ
画
ノ
掛
物
。
是
レ
天
下
ノ
名
物

ナ
リ
。
毎
度
三
菩
提
院
殿
ノ
見
テ
置
ク
ベ
シ
ト
ノ
仰
ニ
テ
見
侍
リ
シ
ガ
。
如
何
サ

マ
ニ
モ
。
又
類
ノ
ア
ル
マ
ジ
キ
見
事
ノ
物
ナ
リ
。」
と
書
か
れ
て
い
る
（
注
14
）。

三
菩
提
院
と
は
、
興
福
寺
一
乗
院
門
跡
三
十
六
世
の
真
敬
法
親
王
（
一
六
四
九
〜

一
七
〇
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
家
熈
も
絶
賛
し
て
い
る
が
、
後
水
尾
天
皇
の
皇
子

か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

四
、
天
祐
と
久
重
の
交
流

最
後
に
、『
鷺
画
記
』
成
立
前
後
の
天
祐
と
久
重
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
考
察

し
た
い
。
永
島
福
太
郎
に
よ
れ
ば
、
久
政
や
久
好
と
は
異
な
り
、
久
重
は
「
同
輩

の
町
人
ら
に
門
戸
を
鎖
し
、
当
時
の
上
流
階
級
へ
の
接
近
の
み
を
は
か
っ
た
」
と

い
う
（
注
15
）。
少
し
大
げ
さ
な
書
き
方
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
確
か

に
見
受
け
ら
れ
る
。
上
流
階
級
と
は
、
お
も
に
武
士
や
貴
族
、
寺
社
な
ど
を
指
す

と
考
え
ら
れ
、
大
徳
寺
僧
で
あ
っ
た
天
祐
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
筒
井

紘
一
は
、
な
ぜ
天
祐
と
久
重
に
交
流
が
あ
っ
た
の
か
「
思
慮
が
及
ば
な
い
」
と
述

べ
つ
つ
も
、
二
人
の
間
に
は
「
よ
ほ
ど
良
質
な
人
間
関
係
が
成
立
し
て
い
た
」
の

で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
（
注
16
）。
天
祐
と
久
重
が
い
つ
出
会
っ
た
の
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
久
重
茶
会
記
に
よ
り
、
二
人
の
交
流
の
様
子
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
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○
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
三
月
二
十
三
日
晩
【
場
所
】
大
徳
寺
三
玄
院
見

性
庵
（
天
祐
）【
参
加
者
】
正
源
院
、
地
蔵
院
、
久
重

○
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
三
月
二
十
七
日
晩
【
場
所
】
大
徳
寺
総
見
院
（
天

祐
）【
参
加
者
】
正
源
院
、
地
蔵
院
、
京
ノ
サ
ン
ヤ
、
久
重

○
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
六
月
十
一
日
朝
【
場
所
】
東
大
寺
見
性
院

【
参
加
者
】
天
祐
、
知
潤
、
地
蔵
院
、
久
重

○
同
年
六
月
十
三
日
晩
【
場
所
】
中
屋
彦
右
衛
門
【
参
加
者
】
天
祐
、
知
潤
、

見
性
院
、
地
蔵
院
、
上
生
院
、
久
重

○
同
年
六
月
十
四
日
昼
【
場
所
】
東
大
寺
地
蔵
院
【
参
加
者
】
天
祐
、
知
潤
、

見
性
院
、
上
生
院
、
正
源
院
、
禅
花
坊
、
久
重

○
同
年
六
月
二
十
日
【
場
所
】
東
大
寺
正
源
院
【
参
加
者
】
天
祐
、
見
性
院
、

地
蔵
院
、
久
重

○
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
六
月
七
日
晩
【
場
所
】
三
徳
【
参
加
者
】
天
祐
、

久
重

○
同
年
六
月
八
日
朝
【
場
所
】
山
村
彦
兵
衛
【
参
加
者
】
天
祐
、
久
重

○
同
年
六
月
十
一
日
晩
【
場
所
】
東
大
寺
見
性
院
【
参
加
者
】
天
祐
、
久
重

○
同
年
六
月
十
二
日
朝
【
場
所
】
東
大
寺
西
蔵
院
【
目
的
】
天
祐
の
御
斎
（
法

会
の
食
事
）【
参
加
者
】
御
寺
衆
三
人
、
野
田
利
兵
衛
、
京
キ
ヽ
ヤ
ウ
ヤ
ノ

宗
因
、
三
徳
、
彦
兵
衛
、
久
重

○
同
年
六
月
十
四
日
晩
【
場
所
】
東
大
寺
禅
春
御
坊
三
倉
ノ
辺
（
正
倉
院
）

【
目
的
】
御
月
見
興
行
【
参
加
者
】
天
祐
、
久
重

○
同
年
六
月
三
十
日
晩
【
場
所
】
徳
源
寺
（
天
祐
）【
目
的
】
御
見
舞
（『
鷺
画

記
』
執
筆
依
頼
は
こ
の
時
か
）【
参
加
者
】
久
重

○
同
年
十
月
二
十
六
日
八
時
【
場
所
】
ハ
ネ
ヤ
宗
伍
【
参
加
者
】
天
祐
、
久
重

○
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
六
月
二
十
八
日
昼
【
場
所
】
大
徳
寺
三
玄
院
（
天

祐
）【
参
加
者
】
公
家
ノ
数
馬
、
久
重

○
同
年
六
月
二
十
九
日
【
場
所
】
大
徳
寺
方
丈
、
聚
光
院
、
真
珠
庵
、
大
仙
院
、

三
玄
院
【
目
的
】
寺
宝
観
覧
【
参
加
者
】
板
倉
重
宗
（
周
防
守
、
京
都
所
司

代
）、
永
井
直
清
（
日
向
守
）、
小
堀
遠
州
（
遠
江
守
）、
中
坊
時
祐
、
板
倉

二
郎
左
衛
門
、
五
味
金
右
衛
門
、
満
田
道
志
（
京
塗
師
）、
久
重

○
同
年
同
日
晩
【
場
所
】
三
玄
院
（
天
祐
）【
目
的
】
非
時
（
午
後
の
食
事
）

【
参
加
者
】
六
月
二
十
九
日
の
参
加
者
か

こ
の
よ
う
に
、
茶
の
湯
を
通
じ
た
交
流
は
、『
鷺
画
記
』
成
立
（
一
六
三
九
年

七
月
）
の
約
五
年
前
か
ら
確
認
で
き
る
。
と
く
に
、
寛
永
十
四
年
と
十
六
年
の
六

月
に
は
頻
繁
に
交
流
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。天
祐
が
徳
源
寺
の
開
祖
で
、

奈
良
へ
来
る
機
会
が
よ
く
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
な
ぜ
六
月
の
同
じ

時
期
に
、
し
か
も
東
大
寺
で
茶
会
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
寛
永
十
四
年
六
月
十
一
日
と
寛
永
十
六
年
六
月
十
一
日

の
記
事
で
あ
る
。両
日
と
も
東
大
寺
見
性
院
で
茶
会
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

残
念
な
が
ら
場
所
と
参
加
者
意
外
の
情
報
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
六
月
十
一

日
に
法
事
や
茶
会
を
行
う
理
由
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
古
田
織
部
の
命
日
だ

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

周
知
の
と
お
り
、
古
田
織
部
は
戦
国
武
将
で
茶
人
と
し
て
も
有
名
な
人
物
で
あ

る
。
京
都
伏
見
や
堀
川
に
も
屋
敷
が
あ
っ
た
が
、
瓶
原
（
京
都
府
木
津
川
市
）
や

井
戸
堂
（
奈
良
県
天
理
市
）
に
領
地
が
あ
っ
た
た
め
、
奈
良
に
来
る
機
会
が
よ
く

あ
っ
た
。
興
福
寺
大
乗
院
庭
園
内
に
あ
っ
た
八
窓
庵
（
現
在
は
奈
良
国
立
博
物
館

の
中
庭
に
あ
る
）
と
い
う
茶
室
は
、
織
部
好
み
の
多
窓
式
茶
室
で
あ
り
、
織
部
の

影
響
が
見
ら
れ
る
。

序
章
で
も
触
れ
た
が
、
織
部
が
鷺
絵
を
見
る
た
め
に
松
屋
を
訪
れ
て
い
た
ら
し

い
こ
と
は
、『
徐
煕
鷺
画
記
』
の
詞
に
「
宗
屋
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
こ

と
か
ら
う
か
が
え
る
。
松
屋
と
織
部
の
交
流
は
、
松
屋
の
『
茶
道
四
祖
伝
書
』
の
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織
部
伝
で
も
確
認
で
き
る
。
実
は
、
織
部
が
松
屋
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
鷺
絵
が
見
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
織
部
伝
書
の
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）
五
月
の
記
事
に
よ
る
と
、
織
部
は
宗
易
（
利
休
）
に
数
寄
の
極
意

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
南
京
（
奈
良
）
ノ
鷺
ノ
絵
を
参
得
す
る
な
ら
バ
天
下
ノ
数

寄
合
点
行
ク
べ
し
。
左
（
さ
）
も
な
く
ば
未
二
ダ
参
得
行
一
と
心
得
よ
。
早
々
下

り
申
せ
」
と
言
わ
れ
た
た
め
に
、
松
屋
久
好
の
茶
を
所
望
し
た
と
い
う
（
注
17
）。

桑
田
忠
親
に
よ
る
と
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
頃
か
ら
、
織
部
は
息
子
・
重

広
に
知
行
を
譲
り
、
隠
居
し
て
茶
の
湯
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
名
人
と

し
て
世
間
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
興
福
寺
多
聞
院
英
俊

（
一
五
一
八
〜
一
五
九
六
）
は
、「
伏
見
よ
り
織
部
と
云
茶
湯
名
人
来
候
」（『
多
聞

院
日
記
』
慶
長
四
年
三
月
二
十
二
日
条
）
と
述
べ
て
い
る
（
注
18
）。
奈
良
で
織

部
の
人
気
が
高
か
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

織
部
は
大
坂
の
陣
（
一
六
一
四
〜
一
六
一
五
）
で
豊
臣
方
に
内
通
し
た
疑
い
を

か
け
ら
れ
、
家
康
（
一
五
四
二
〜
一
六
一
六
）
に
死
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

息
子
と
共
に
伏
見
の
自
邸
で
切
腹
し
た
の
が
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
六
月

十
一
日
で
あ
っ
た
。
織
部
の
遺
骸
は
大
徳
寺
に
葬
ら
れ
、
三
玄
院
に
墓
所
が
あ
る

（
注
19
）。
そ
の
三
玄
院
の
住
持
で
あ
る
天
祐
が
、
六
月
十
一
日
に
催
し
を
行
う
と

す
れ
ば
、
織
部
の
命
日
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
、『
松
屋
会
記
』
に
よ
り
、天
祐
と
久
重
が
大
徳
寺
（
京
都
）
や
東
大
寺
（
奈

良
）
に
お
い
て
、
茶
の
湯
を
介
し
て
親
交
を
深
め
た
様
子
が
確
認
で
き
た
。
久
重

は
、天
祐
が
徳
源
寺
で
療
養
し
て
い
た
時
期
に
『
鷺
画
記
』
の
執
筆
を
依
頼
し
た
。

鷺
絵
は
常
に
松
屋
の
家
に
あ
り
、『
鷺
画
記
』
も
偶
然
で
は
あ
る
が
、
奈
良
の
地

で
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

お
わ
り
に　
　
　
　

本
稿
で
は
、
松
屋
名
物
の
一
つ
「
白
鷺
緑
藻
図
」
が
東
山
御
物
で
あ
る
、
と
い

う
伝
承
が
作
ら
れ
た
背
景
や
意
図
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
松
屋
久
重
が
天
祐
紹
杲

に
依
頼
し
、
作
成
さ
せ
た
『
徐
煕
鷺
画
記
』
に
は
、
絵
の
作
者
が
徐
煕
で
あ
る
こ

と
や
、
足
利
義
政
遺
愛
の
軸
と
い
う
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、『
徐
煕

鷺
画
記
』
成
立
以
前
の
他
の
文
献
で
は
、
村
田
珠
光
が
所
持
し
て
い
た
ら
し
い
こ

と
し
か
確
認
で
き
ず
、
作
者
に
関
し
て
も
徐
煕
以
外
の
説
が
存
在
し
た
。
そ
の
た

め
、『
鷺
画
記
』
に
記
さ
れ
た
伝
承
は
、
松
屋
の
者
の
意
図
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。

『
鷺
画
記
』
に
よ
り
東
山
御
物
と
し
て
認
め
ら
れ
た
鷺
絵
の
価
値
は
、
松
屋
の

期
待
通
り
に
上
昇
し
た
が
、
や
が
て
家
運
が
傾
き
、
三
名
物
は
松
屋
の
手
を
離
れ

た
。
江
戸
時
代
後
期
に
大
阪
へ
流
出
し
た
と
言
わ
れ
、
鷺
絵
は
今
も
所
在
不
明
で

あ
る
（
注
20
）。

※
『
松
屋
会
記
』
の
引
用
は
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
九
巻
（
淡
交
社

一
九
五
六

年
）
に
よ
り
、
私
に
傍
線
等
を
施
し
た
。

ま
た
、『
徐
煕
鷺
画
記
』
の
引
用
は
、『
喫
茶
余
録

初
編
』
お
よ
び
、
末
宗
廣

「
鷺
の
絵
」『
茶
書
の
研
究

末
宗
廣
著
作
集
Ⅰ
』（
思
文
閣
出
版

一
九
八
一
年
）

に
よ
る
。
↓
（
初
出
）『
茶
道
文
化
』
再
刊
第
一
号
（
一
九
四
八
年
二
月
）
な
お
、

引
用
の
際
は
、
一
部
の
旧
字
を
新
字
に
改
め
た
。

（
注
１
）
深
田
香
実
『
喫
茶
余
録

初
編
』
は
、
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
愛
知

県
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
貴
重
和
本
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

https://w
ebsv.aichi-pref-library.jp/w

ahon/detail/74.htm
l

（
二
〇
二
一
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年
九
月
十
五
日
閲
覧
）
や
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（D

O
I 

: 10.11501/2567773

）
な
ど
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
）
引
用
は
東
洋
文
庫
三
一
四
『
甲
子
夜
話
』
巻
二
十
八
（
十
九
条
）（
平
凡

社

一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。

（
注
３
）
影
山
純
夫
「
徐
煕
筆
鷺
絵
に
つ
い
て
の
諸
問
題
」『
茶
の
湯
文
化
学
』
第

二
十
八
号
（
茶
の
湯
文
化
学
会

二
〇
一
七
年
十
月
）
な
ど
。『
宗
湛
日
記
』
の

引
用
は
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
六
巻
に
よ
る
。
私
に
傍
線
を
施
し
た
。

（
注
４
）
東
山
御
物
に
関
し
て
能
阿
弥
や
相
阿
弥
が
記
録
し
た
鑑
定
書
『
君
台
観

左
右
帳
記
』
に
よ
る
と
、
月
山
も
徐
煕
も
「
上
」
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

（
注
５
）
引
用
は
『
茶
器
名
物
集
』（
続
群
書
類
従

第
十
九
輯
ノ
下
遊
戯
部
・

飲
食
部

巻
第
五
六
九
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、『
茶
道
古
典
全
集
』
第
六
巻
『
山

上
宗
二
記
』
で
は
「
一
徐
凞
筆

鷺
之
絵

右
ハ
珠
光
所
持
ス
」
と
あ
り
、
松
屋

所
持
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
秘
伝
書
の
成
立
は
宗
二
の
晩
年
で
、

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
や
天
正
十
七
年
の
奥
書
を
持
つ
。
そ
の
頃
、
す
で
に

松
屋
は
鷺
絵
を
所
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、『
茶
器
名
物
集
』（『
山

上
宗
二
記
』
と
同
書
）
に
あ
る
「
奈
良
漆
師
屋
」
と
い
う
語
は
後
代
の
加
筆
で
あ

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
注
６
）『
茶
道
古
典
全
集
』
第
十
巻

（
注
７
）
神
津
朝
夫
「『
今
井
宗
久
茶
湯
日
記
抜
書
』
の
正
体
」『
茶
書
研
究
』
第

九
号
（
茶
書
研
究
会

二
〇
二
〇
年
九
月
）
で
は
、
改
竄
し
た
の
は
江
戸
時
代
後

期
の
古
河
藩
家
老
・
渡
辺
信
立
と
す
る
が
、
信
立
と
今
井
宗
久
と
の
関
係
や
、
改

竄
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
注
８
）
前
掲
（
注
３
）
で
は
、
鷺
絵
の
表
具
（
軸
装
）
の
問
題
に
関
し
て
考
察

さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
表
具
や
口
伝
の
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。

（
注
９
）
原
文
は
松
山
米
太
郎
校
註
『
茶
道
四
祖
伝
書
』（
秋
豊
園

一
九
三
三
年
）

を
参
照
し
た
。

（
注
10
）『
茶
道
古
典
全
集
』
第
七
巻
に
「
一
床

鷺
絵
、
茶
之
前
」
と
あ
る
。
ま

た
、
同
巻
の
「
宗
及
他
会
記
」
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
三
月
一
日
に
は
、「
一

鷺
絵
、
初
而
拝
見
候
、
表
紙
、
上
下
茶
色
ほ
け
ん
、
中
段
子
、
一
文
字
ナ
シ
、」

と
あ
る
。
宗
及
は
宗
達
の
息
子
で
あ
る
。

（
注
11
）『
茶
道
古
典
全
集
』
第
九
巻
「
解
題
」

（
注
12
）
廣
田
吉
崇
「
千
宗
旦
の
出
自
を
め
ぐ
る
『
利
休
血
脈
論
争
』
に
つ
い
て

―
現
代
家
元
シ
ス
テ
ム
へ
の
道
程
」『
日
本
研
究
』
第
四
十
一
号
（
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
一
〇
年
三
月
）・
片
山
九
郎
右
衛
門
「
少
庵
の
実
父
」『
茶

道
月
報
』（
茶
道
月
報
社

一
九
四
四
年
六
月
号
）

『
茶
祖
的
伝
』
に
は
、
宗
恩
に
つ
い
て
「
北
条
美
濃
守
氏
規
の
女
也
。
初
ハ
松

永
弾
正
久
秀
に
嫁
す
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
注
13
）
奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
編
『
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
』

（
思
文
閣
出
版

二
〇
一
四
年
）

（
注
14
）
川
崎
佐
知
子
「『
槐
記
』
山
科
道
安
自
筆
本
焼
失
次
第
」『
立
命
館
文
學
』

六
三
〇
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
山
科
道
安
自
筆
の
『
槐
記
』
は
、

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
焼
失
し
た
が
、
八
冊
の
う
ち
四
冊
は
焼
失
を
免

れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
今
回
の
引
用
部
分
に
つ
い
て
は
自
筆
本
が
残
っ
て

い
な
い
。
本
文
の
引
用
は
、
東
坊
城
徳
長
校
注
『
槐
記
』（
山
田
茂
助

一
九
〇
〇
年
）
に
よ
る
。

（
注
15
）
前
掲
（
注
11
）

（
注
16
）
筒
井
紘
一
「
茶
の
湯
と
仏
教
」
第
二
十
一
回
『
淡
交
』（
淡
交
社

二
〇
一
七
年
九
月
）

（
注
17
）
前
掲
（
注
９
）「
註
解
」
一
三
〇
頁
参
照

（
注
18
）
桑
田
忠
親
『
古
田
織
部
の
茶
道
』（
講
談
社

一
九
九
〇
年
）
六
九
〜

七
〇
頁

↓
（
初
出
）『
古
田
織
部
』（
徳
間
書
店

一
九
六
八
年
）

（
注
19
）
前
掲
（
注
18
）
一
六
二
頁
に
よ
る
と
、
織
部
は
生
前
、
三
玄
院
の
開
祖
・
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春
屋
宗
園
に
帰
依
し
て
い
た
。
春
屋
の
『
一
黙
稿
』
に
は
、
春
屋
が
織
部
に
道
号

を
あ
た
え
た
際
の
偈
が
あ
る
。
織
部
は
印
斎
と
号
し
、
諱
を
宗
屋
と
い
っ
た
が
、

さ
ら
に
、
ま
た
、
道
号
を
金
甫
と
授
け
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
注
20
）
前
掲
（
注
11
）
に
よ
れ
ば
、
松
屋
行
顕
が
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に

没
し
た
後
、
借
銀
状
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
桑
田
忠

親
『
日
本
茶
道
史
』
一
一
七
〜
一
一
八
頁
（
角
川
書
店

一
九
五
四
年
）
に
は
、「
白

鷺
の
絵
は
、
幕
末
に
至
り
、
松
屋
の
家
運
衰
頽
の
た
め
、
大
坂
の
道
具
商
伊
藤
勝

兵
衛
方
に
入
質
さ
れ
、
請
け
出
し
不
可
能
の
結
果
、
何
人
か
に
買
上
げ
ら
れ
て
、

遂
に
惜
し
む
ら
く
は
行
方
不
明
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
或
は
、
松
屋
肩
衝
（
松
本

肩
衝
）
と
共
に
島
津
家
に
納
ま
り
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
の
西
南
役
の
際
に

鹿
児
島
の
倉
庫
で
焼
失
し
た
と
も
い
は
れ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
が
、
確
実
な
史
料
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
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Consideration for one of the three special products of 
Matsuya, " Painting of egret" 

HAYAKAWA  Hanayo

There was a family called Matsuya whose profession was Nurishi （maker of lacquer 
ware and handiworks）in Nara City. Well-versed in the Japanese tea ceremony,  members of 
the family owned valuable tea utensils called Karamono （originated in China）: family 
treasures handed down from generation to generation. The three special products of Matsuya 
were called Matsuya Katatsuki Chaire（tea container）, Sagi-e（painting of egret）, Zonsei 
Nagabon（tray to put tea sets on）. This article describes one of them, " Painting of egret"
（picture of white egrets, green algaes and landscape）.

Tenyu Shoko（1586-1666）, the 169th chief priest of Daitoku-ji Temple, wrote Joki 
Sagi-eki in Chinese classic writings, in which we confi rm the origin of the picture : "Painting of 
egret" was created by Joki. It was Hisashige MATSUYA（1567-1652）who requested the work 
from the priest. The picture was owned and loved by Yoshimasa ASHIKAGA（1436-1490）, 
the eighth shogun of the Muromachi bakufu. The karamono stored by shogunke became a 
noble treasure just because of its owner and had a great reputation.

However, what’s written here is not proved to be a historical fact. Whether it is true 
or not, "Painting of egret" and Matsuya’s reputations spread nationwide since this story 
appeared in the Joki Sagi-eki. Therefore, I considered the problems concerning the Joki Sagi-
eki. 
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